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12
センダイムシクイ
Phylloscopus 
occipitalis

スズメ目
ヒタキ科

ウグイス亜科

広葉樹林の枝先の葉の間でチョチ
ョピィーとさえずる、若葉そっく
りのムシクイ類。アフガニスタン
付近と日本海周辺で繁殖する２亜
種があり、日本には後者が夏鳥と
して渡来し、北海道から九州まで
の各地で繁殖するが九州では少な
い。

主に低山帯の落葉広葉樹林に棲息
する。なだらかな場所の林よりも
傾斜の急な林を好むのは、崖地に
営巣する習性と関連したものだろ
う。オスは樹木の枝先でさえずる
が、全身を現すことは稀でそのた
め姿をみることはやや難しい。体
を水平にして枝から枝へと移動し
ながら、葉や枝についている昆虫
類を捕まえる。ツツドリの分布す
る地域では、しばしば托卵の相手
に選ばれる。

繁殖地では木の茂みの中を移動し
ながら「チョチョ、ピィー：とか
「チョチョチョ、ピィー」などと
さえずる。この声を「焼酎一杯、
グィー」と聞きなしている。また
「チョチョチョチョ」とだけ鳴い
て「ピィー」をつけないこともあ
る。地鳴きは「フィッ、フィッ」
という声であるという。

上面は他のムシクイ類より緑色味
が強く、下面はメボソムシクイほ
ど黄色味がない。淡色の頭央線が
あるが、はっきりしないこともあ
る。
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